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【課題】振動子の発振周波数帯が数十ＭＨｚを超える高周波数帯になると、現在慣用されている廉価なＴＴＬＩＣ
をそのまま使用できないため、コスト増や設計上の問題が生じる。
【解決手段】圧電発振子を利用した化学物質検出装置において、圧電発振子の共振周波数で発振する圧電
発振回路７と、固定周波数で発振する固定周波数発振回路９とを設け、アナログミキシング回路１１で圧電発
振回路の出力周波数と固定周波数発振回路の出力周波数を混合してうなり（共鳴）周波数を出力し、うなり抽
出回路１３でうなり成分周波数を抽出して、これを周波数カウンタ回路１５に導いて周波数をカウントする。

空気中に存在するガス状化学物質を検出する検出装置に係り、特に、圧電振動子の共振周波数の変化を利
用して検出する検出装置。
本発明の化学物質検出装置によれば、振動子の発振周波数帯が数十ＭＨｚを超える高周波数帯にあって
も、現在慣用されている廉価なＴＴＬＩＣをそのまま使用できるため、上記したコストや設計上の問題を解消でき
る。
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